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岩盤の原位置三軸圧縮試験方法と
原位置一軸引張り試験方法の開発と基準化

岩盤の原位置一軸引張り試験方法
（JGS 3551-2020）

室内の各種の一軸・三軸試験と同じ原理によって，

岩盤（ロックマス）の平均的な応力～ひずみ関係を計測して，

岩盤の変形特性と強度特性を合理的に評価できる。

既存の岩盤せん断試験や平板載荷試験の代替法として

技術的な優位性が極めて高い。

従来は求めることが不可能であった

岩盤の引張り強さを求めることを可能にした。

岩盤の原位置三軸圧縮試験方法
（JGS 3541-2020）



岩盤の原位置三軸圧縮試験（JGS 3541-2020）

掘削～回収までの洗練された試験手順

割れ目の多いＣＬ級砂岩での試験例 風化した砂岩を対象とした繰返し三軸試験の例

 

さまざまな破壊の例（火山礫凝灰岩）

せん断破壊(伸長)せん断破壊(圧縮)

引張り破壊

三軸圧縮（sc = 1.0 MPa） 三軸引張り（sc = 2.0 MPa） 三軸引張り（sc = 4.5 MPa）



岩盤の原位置一軸引張り試験（JGS 3551-2020）

φ60cm 程度 φ8cm 程度

② ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾏｼﾝの位置を固定，小孔径で供試体のｾﾝﾀｰ孔を掘削。
① ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾏｼﾝを設置，大孔径ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞで供試体の外周（ｽﾘｯﾄ）掘削。

③ ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾏｼﾝを撤去し，中空円筒の供試体が完成。
④ 中心軸に反力兼ｾﾝﾀｰｶﾞｲﾄﾞ設置，先端部を接着剤で固定。
⑤ 岩盤と加圧板を接着剤（+ｱﾝｶｰ）で固定。ﾛｰﾄﾞｾﾙ，ｼﾞｬｯｷ等を設置。
⑥ 中心軸部に設置したｾﾝﾀｰｶﾞｲﾄﾞに沿ってｼﾞｬｯｷを真直ぐ引き上げ。
　 ＜引張り試験を実施＞
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試験手順（供試体の作製～載荷）

モルタルを用いた圧裂試験との比較

共に直径が50mmの供試体の室内試験

頁岩を対象とした引張り試験の例
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破壊した中空円筒の供試体

（載荷時は上下が逆）

試験後の供試体の破壊面

（赤は破断面）


